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四
四日市 プラスPLUS11月は児童虐待防止推進月間 1２月４日～１０日は人権週間です

体罰は
違法です

改正児童虐待防止法が令和2年4月1日から
施行され、親による子どもへの体罰は法律
で禁止されています。 

●言葉の習得や学習の遅れを引き起こす
●暴力による精神的な後遺症が出る
●低栄養により栄養失調や低身長・低体重になる、脳の一部が変形する
●情緒不安定、自己否定感などの症状が出る
●対人関係のゆがみ、自傷行為、暴力性などが現れる

◦障害や病気のある家族の身の周りの世話や
　入浴・トイレの介助をしたり、家族に代わって家事をしたりしている
◦家計を支えるために労働をして、障害や病気のある家族を助けている
◦アルコール・薬物・ギャンブルなどの問題のある家族に対応している

あなたの通告が
子どもの笑顔、

安全、安心を守ります。
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児童相談所
虐待対応ダイヤル

こども家庭課

　上記のように、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを
行っている子どもたちのことを「ヤングケアラー」といいます。介護などの負担に
より、子どもの学力や就業機会が制限されるといった影響があり、家庭内の問題
として表面化しにくい点も問題視されています。

過去６カ月の体罰行使の頻度
体罰は

場合によっては必要だと思うか
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◆体罰や暴言、虐待が子どもに及ぼす影響 

安心感や信頼感、温かな関係で心地よい親子関係を。

最近よく聞く「ヤングケアラー」とは

◦子どもの気持ちや考えに寄り添いましょう　　 
◦よいこと、できていることを具体的に褒めましょう
◦「言うことを聞かない」というときは、理由を考えてみましょう
◦子どもの成長・発達に応じたケアを考え対応しましょう　　
◦注意の方向を変えたり、子どものやる気に働きかけたりしてみましょう

　保護者が「しつけ」と称して暴力を振るうなどの行為は体罰です。それにより、
子どもが死に至るといった重篤な結果につながる事件が全国で続いています。

メディア・リテラシーとは、インターネットやメディアが発信する情報をそのまま受け取るのではなく、
自らの判断で主体的に読み解き、活用する力のことです。

インターネットなどでいじめや差別につながる情報を発信・拡散することのないよう、
人権の視点からメディア・リテラシーについて考えてみませんか。 

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、パルプが輸入できなくなるとい
ううわさがSNS上で拡散されました。その結果、トイレットペーパーが品薄に
なるという事態になりましたが、実際はデマでした。

　情報をそのまま鵜
う
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みにしてし
まうと、誤った情報を広めたり、誰
かを傷つけてしまったりする可能
性があります。インターネットをは
じめ、さまざまなメディアから発信
された情報には、発信者の意図が
含まれています。情報は多面的に
分析することが大切です。そこで、
市内すべての小・中学校では、メ
ディア・リテラシー養成を通じた人
権教育を推進しています。

インターネットに載っていることは、全
部が本当ということではないと分かり
ました（小学３年生）

こども家庭課では、子育ての相談を受け付けています。悩んだら、ぜひご相談を。

〔2020年キャンサースキャン（東京）調査による〕

体罰などによらない子育てのための工夫とそのポイント
左のポイントを参考に
子どもと向き合い、

周囲の力を借りながら
子育てをしていきましょう

“虐待かも”と
感じたら

●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は

人権・同和教育課 ☎354-8253　FAX354-8308
人権センター ☎354-8609　FAX354-8611

人権・同和政策課 ☎354-8293　FAX354-8611●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は こども家庭課 ☎354-8276 　FAX 354-8061

メディア・リテラシーと人権

メディア・リテラシーが問われる実例

メディア・リテラシーは
なぜ必要？

メディア・リテラシー養成を通じた人権教育の授業を受けた児童・生徒の感想

じんけんフェスタ2021

日 時  11月28日（日） 10:00～16:00
場 所  文化会館第1ホールほか

申し込み  11月12日まで。詳しくは広報9月下旬号をご覧ください

　アルコール依存症、モラルハラスメントなどを取り上げた映画「カノン」を上映。併
せて、医師の猪
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さんによるアルコール依存症についてのビデオメッセージ、人
権啓発団体の活動紹介動画の上映もあります。そのほか、認知症についての講演会
なども同日開催します。

小学3年生の授業 中学2年生の授業

自分でも気を付けてインターネットを使っているつもりでしたが、
自分も間違った情報を信じてしまい、それを拡散していたのかなと
思いました（中学2年生）

それって
本当？

新型コロナウイルス感染症を理由としたいじめ
や誹
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中傷、差別的な行為といった人権侵害は
決して許されません。インターネットやメディア
の情報を過信せず、正しい知識をもとに、私た
ち一人ひとりがお互いの立場に立ち、思いやり
の心をもって支え合いましょう。

STOP !
コロナ差別

申し込み専用
フォーム

（C）2016「カノン」制作委員会
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